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カバークロップを利用した不耕起栽培におけるカボチャの生育・収量に及ぼす 

セル成型苗定植および窒素施用量の影響 

浅野裕司１）・番 喜宏１）

摘要：カバークロップを利用したカボチャの不耕起栽培において、セル成型苗定植と窒素

施用量を検討した。カバークロップとしてエンバクとヘアリーベッチを用い、これらを秋

まきで栽培し、翌春、エンバクは刈り倒して全面に敷き、ヘアリーベッチはカボチャ定植

部分では刈り倒して敷草とし、うね間はリビングマルチとした。不耕起栽培でのカバーク

ロップの雑草抑制効果とカボチャの生育・収量は、敷わらを行った耕起栽培と同等以上で

あったことから、エンバクやヘアリーベッチを利用した不耕起栽培が可能と考えられた。

ヘアリーベッチを利用した栽培では、窒素施用量を削減しても収量や生育量が減少するこ

とはなく、ヘアリーベッチの利用により窒素の削減が可能と考えられた。セル成型苗定植

栽培の収量は、ポット苗定植栽培と同程度で、作土の固い不耕起栽培では、植穴の小さい

セル成型苗の利用が有効であると考えられた。 

キーワード：カバークロップ、カボチャ、不耕起栽培、セル成型苗、窒素施用量、 

エンバク、ヘアリーベッチ 

緒 言

環境保全は、社会の持続的発展にとって欠くことの

できないものとなっており、農業生産においても、環境

負荷を軽減した栽培技術が注目されている。土壌侵食の

防止や土壌有機物を増大させることができる環境保全効

果の高い栽培方法として不耕起栽培やカバークロップの

利用がある。不耕起栽培は耕起作業を省略できるため、

省力・省エネルギー効果の高い栽培方法であり１）、カ

バークロップは肥料効果や雑草抑制などの多面的な機能

を有し、様々な作物で利用されている２，３）。

不耕起栽培での雑草管理は、除草剤の利用が有効で

あるが、化学合成農薬の低減のため、除草剤を用いない

雑草管理が求められている。不耕起栽培での除草剤を用

いない雑草管理方法としてカバークロップの利用があ

り、ナスではシロクローバの利用４）が、トマトではヘ

アリーベッチの利用５）などが報告されている。

カボチャの耕起栽培では、ヘアリーベッチなどのリ

ビングマルチやカバークロップの刈り取りによる敷わら

代替が報告されている６，７）。カバークロップを利用し

たカボチャ栽培においても、不耕起栽培を行うことがで

きれば耕起作業を省力化でき、より環境保全効果の高い

栽培技術となる。

カボチャの定植には一般にポリポット苗が用いられ

るが、セル成型苗を利用することにより、育苗や定植に

係る作業の省力化に有効であることが報告されてい

る８）。不耕起栽培では、作土が固く耕起栽培よりも植

穴開けなどの定植作業に労力がかかることから、植穴の

小さいセル成型苗の利用はより省力的となる。

また、不耕起栽培でのカバークロップの利用にあた

っては、カバークロップからの窒素供給を考慮して技術

を組み立てる必要がある。カバークロップのうちヘアリ

ーベッチでは窒素肥効が高いことが明らかにされてお

り５）、本研究においても有効な緑肥として利用できる

可能性がある。

本試験では、カボチャの不耕起栽培技術を確立する

ため、エンバクおよびヘアリーベッチをカバークロップ

として用い、雑草抑制効果を検討するとともに、セル成

型苗定植および窒素施用量がカボチャの生育・収量に及

ぼす影響を調査した。

材料及び方法

１ 試験区の構成

不耕起栽培では、カバークロップの種類（エンバク

とヘアリーベッチ）、育苗方法（セル成型苗とポット

苗）および窒素施用量（11、14、16 g･m-2）を組み合わ

せた8区を設けた。耕起栽培では、カバークロップを
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栽培せず、育苗方法（セル成型苗とポット苗）と窒素施

用量（11、14、16 g･m-2）を組み合わせた4区を設け、

計12区を設定した（表１）。試験規模は、窒素14 g･m-2

区が64.8 m2それ以外の区が86.4 m2で、収量調査の株数

は、それぞれ1区15株または18株とし、反復はとらなか

った。 

２ カバークロップとカボチャの耕種概要 

試験は、2011～2012年に愛知県農業総合試験場園芸

研究部特産野菜研究室露地圃場（愛知県弥富市、中粗粒

灰色低地土）で行った。カバークロップとして用いたエ

ンバクは「ニューオーツ」（カネコ種苗）、ヘアリーベ

ッチはタキイ種苗より販売されたものを供試した。カバ

ークロップはトラクターによる全面耕起後、2011年10月

12日に条間75 cmで播種し、無施肥で栽培した。ヘアリ

ーベッチの播種量は4 g･m-2で、手押し式播種機を用

い、エンバクの播種量は5 g･m-2で、人手で播種した。 

カバークロップは、カボチャの定植やその後の生育

の妨げとならないよう、セル成型苗区では５月６日に、

ポット苗区では５月16日に刈り払い機を用いて刈り倒し

た。エンバクは、圃場全面を地際から刈り倒して全面に

敷いた。ヘアリーベッチは、カボチャ定植部分（２条）

を刈り倒して敷草とし、定植部分以外のうね間（２条）

をリビングマルチとした。ヘアリーベッチの刈り倒し

は、作業性の向上と被覆むらをなくすため、地際を踏圧

し、両側から刈り払い機で切り込みそのまま枯死させ

た。リビングマルチとしたヘアリーベッチは、カボチャ

のつると絡まないよう、６月10日に運搬車両（車体重量

320 kg）でうね間を往復して鎮圧した．耕起区では、同

面積の別の圃場で栽培したエンバクを用い、５月１日に

全面に敷いた。 

カボチャは、「味平」（タキイ種苗）を供試し、

2012年４月27日に播種し、定植はセル成型苗を５月８

日、ポット苗を５月18日に行った。カボチャのセル成型

苗は、72穴のセル成型トレイを用い本葉１枚で定植し、

ポット苗は９cmポリポットを用い本葉２～３枚で定植し

た。不耕起区の定植は、セル成型苗には径25 mmのモー

ラーを用い、ポット苗には径100 mmのホーラーを用いて

植穴を開けて行った。耕起区では、全面耕起後、うね幅

60 cm、うね高さ10 cmのうねを立て、移植ごてを用いて

定植を行った。栽植密度はうね間３ｍ、株間0.9 ｍとし

た。仕立て方法は子づる３本仕立てとし、つるは一方向

にはわせ、隣のうねに達したところで摘芯した。交配は

ミツバチを放飼した自然交配とした。果実は８節以上に

着生させ、着果節位までの孫づるは取り除き、それ以降

の孫づるは放任とした。 

施肥は、尿素、塩化カリ、過リン酸石灰および炭酸

苦土石灰を用い、基肥は５月６日（セル成型苗区）およ

び５月16日（ポット苗区）に、追肥は６月23日に行っ

た。施肥は、不耕起区、耕起区とも表面施用とし、基肥

は尿素を定植部分の幅75 cmに、その他の肥料は幅150 

cmで施用し、追肥はすべての肥料を幅100 cmで施用し

た。施肥量はP２O５ 10 g･m
-2（基肥のみ）、K２O 14 g･m

-2

（基肥8.4 g･m-2、追肥5.6 g･m-2）、炭酸苦土石灰50 g･

m-2(基肥)とし、窒素は試験区ごとに11 g･m-2、14 g･m-2

および16 g･m-2（基肥に全体の６割、追肥に４割を施

用）とした。 

３ 調査方法 

カバークロップの生育量の調査は、セル成型苗区は

５月３日に、ポット苗区は５月16日に行った。草丈また

は草高は30か所で、生体重および乾物重は、エンバクで

は1.5 m2、ヘアリーベッチでは 0.75 m2をそれぞれ３か

所で調査した。 

カボチャは、７月25日から８月６日に収穫を行い、

果重と果皮の日焼けの有無を調査した。茎葉の乾物重

は、収穫後に3.0 m×0.9 m枠（うね間×株間）2.7 m2に

ついて１区３か所を８月６日に刈り取り、通風乾燥機を

用い、70℃で3日間乾燥して測定した。 

雑草調査は、６月11日と８月６日に行った。１区４

か所で3.0 m×0.9 m枠内の主な雑草を記録するととも

に、枠内の雑草を地際から刈り取り、通風乾燥機を用い

て70℃で３日間乾燥後、乾物重を測定した。 

結果及び考察

被覆材となる刈り倒し時のエンバクは、乾物重が

1002～1057 g･m-2で、被覆量としては十分であった９）。

ヘアリーベッチの乾物重は652～656 g･m-2で、刈り倒し

時には圃場全面を被覆した（表２）。 

６月11日の雑草乾物重は、1.2～7.8 g･m-2といずれの

区も少なく、区による差は少なかった（表３）。８月６

日の雑草乾物重は、耕起・カバークロップなしの区では

30.1～59.0 g･m-2と多かったが、不耕起・エンバク区で

は、22.3～24.5 g･m-2とやや少なく、さらに不耕起・ヘ

アリーベッチ区では0.1～0.8 g･m-2と６月から全く増加

しなかった。８月６日の主な草種は、耕起・カバークロ

ップなしの区と不耕起・ヘアリーベッチ区ではエノキグ

サであり、不耕起・エンバク区ではヒメムカシヨモギで

あった。 

カボチャ栽培では、うね間の雑草抑制、土壌の跳ね

返り防止、つるの固定を目的とした敷わらが利用されて

いる。ヘアリーベッチのリビングマルチが敷きわら代替

として有効とした渡邊らの報告６）では、うね部分は耕

起されポリマルチが被覆されている。不耕起栽培を行っ

た本試験では、定植部分がヘアリーベッチの敷草で、う

ね間はリビングマルチとなるが、リビングマルチを鎮圧

することによりカボチャのつるの伸長が妨げられること

なく、つるを固定できた。また、エンバク、ヘアリーベ

ッチとも雑草抑制効果が見られたことから、不耕起栽培

でのエンバクやヘアリーベッチを利用した敷わら代替が

可能と考えられた。 

また、不耕起・エンバク区と不耕起・ヘアリーベッ

チ区では、日焼け果率が低く、特に不耕起・ヘアリーベ

ッチ区で２～18％と低かった（表４）。不耕起・ヘアリ
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表１ 試験区の構成

表２ カバークロップの生育量

1)エンバクは草丈―、ヘアリーベッチは草高 。 

注)数値は平均値±標準偏差（草丈または草高:n = 30、生体重および乾物重:1.5 m2（エンバク）、 0.75 m2

（ヘアリーベッチ）n=３）。 

表３ カボチャ栽培圃場1)の雑草発生量

1)調査場所のカボチャの窒素施用量は14 g･m-2。 

注)数値は平均値±標準偏差（n=４）。 

ーベッチ区では茎葉の生育量が他区に比べ多く、果実へ

の遮光効果が高くなり、日焼け果の発生を抑制したこと

が考えられた。 

不耕起・窒素14 g･m-2区の収量は、5.15 ～ 5.71 kg/

株で、耕起・窒素14 g･m-2区の4.42 ～ 4.65 kg/株に比

べ多かった。通常、耕起栽培では、肥料は土壌混和され

るが、今回の試験では、不耕起栽培と施肥方法を同じに

するため、耕起栽培も表面に施用した。肥料を土壌混和

してポリマルチを行ったカボチャの耕起栽培と肥料を表

面施用した不耕起栽培を比較した試験１０）においても、

不耕起栽培の収量性は耕起栽培と同程度であったことか

ら、不耕起栽培の収量性に問題はないものと考えられ

た。 

ヘアリーベッチは、マメ科植物であり、窒素固定を

行う。耕起区では窒素施用量を14 g･m-2から11 g･m-2に

減らすと収量が減少したが、不耕起・ヘアリーベッチ区

では窒素施用量を削減しても収量の減少はなく、ヘアリ

ーベッチを利用した栽培では、窒素施用量の削減が可能

と考えられた。 

セル成型苗とポット苗の比較については、不耕起栽

培でのセル成型苗区の収量は、不耕起・ヘアリーベッチ

区や不耕起・エンバク・窒素14 g･m-2区では、ポット苗

区との間に有意な差はなかった。不耕起・エンバク・窒

素16 g･m-2区では、セル成型苗区でポット苗区より収量

が少なかったが、耕起・窒素16 g･m-2・ポット苗区と同

程度の収量であったことから、ヘアリーベッチやエンバ 

不耕起栽培 エンバク セル成型苗 14 輪作したエンバクの被覆

不耕起栽培 エンバク セル成型苗 16 輪作したエンバクの被覆

不耕起栽培 エンバク ポット苗 14 輪作したエンバクの被覆

不耕起栽培 エンバク ポット苗 16 輪作したエンバクの被覆

不耕起栽培 ヘアリーベッチ セル成型苗 11 ヘアリーベッチの敷草（うね部分）とリビングマルチ（うね間）

不耕起栽培 ヘアリーベッチ セル成型苗 14 ヘアリーベッチの敷草（うね部分）とリビングマルチ（うね間）

不耕起栽培 ヘアリーベッチ ポット苗 11 ヘアリーベッチの敷草（うね部分）とリビングマルチ（うね間）

不耕起栽培 ヘアリーベッチ ポット苗 14 ヘアリーベッチの敷草（うね部分）とリビングマルチ（うね間）

耕起栽培 － セル成型苗 11 （同面積で別の圃場で栽培したエンバクの被覆）

耕起栽培 － セル成型苗 14 （同面積で別の圃場で栽培したエンバクの被覆）

耕起栽培 － ポット苗 14 （同面積で別の圃場で栽培したエンバクの被覆）

耕起栽培 － ポット苗 16 （同面積で別の圃場で栽培したエンバクの被覆）

窒素施用

量(g･m
-2
)

カバークロップ
の種類

栽培方法 育苗方法 カバークロップの利用方法

カバークロップ
の種類

調査場所
調査日

（月/日）

草丈または

草高
1)
（㎝）

生体重

(g･m
-2
)

乾物重

(g･m
-2
)

 エンバク 不耕起セル成型苗区 5/3 119 ± 8.6 4373 ± 389 1057 ± 109

不耕起ポット苗区 5/16 124 ± 4.9 3598 ± 734 1002 ± 251

 ヘアリーベッチ 不耕起セル成型苗区 5/3  41 ± 4.1  4982 ± 1229  656 ± 122

不耕起ポット苗区 5/16  54 ± 2.9 4551 ± 974  652 ± 129

栽培方法
カバークロップ

の種類
育苗方法

6月11日の
雑草乾物重

(g･m-2)

6月11日の
主な雑草種 8月6日の主な雑草種

 不耕起  エンバク  セル成型苗 7.8 ± 4.6 コイヌガラシ，チチコグサモドキ 22.3 ± 7.2 ヒメムカシヨモギ，カタバミ

 不耕起  エンバク  ポ ット苗 3.7 ± 3.1 チチコグサモドキ，スズメノカタビラ 24.5 ± 12.8 ヒメムカシヨモギ，エノキグサ

 不耕起  ヘアリーベッチ  セル成型苗 1.2 ± 0.5 スカシタゴボウ，スズメノテッポウ  0.1 ± 0.0 エノキグサ，ホナガイヌビユ

 不耕起  ヘアリーベッチ  ポット苗 3.4 ± 2.5 コイヌガラシ，スカシタゴボウ  0.8 ± 0.9 エノキグサ

 耕起  なし  セル成型苗 5.0 ± 2.9 スズメノテッポウ，オオイヌタデ 59.0 ± 16.3 エノキグサ，コゴメガヤツリ

 耕起  なし  ポット苗 0.4 ± 0.4 スズメノテッポウ，エノキグサ 30.1 ± 18.5 エノキグサ，コゴメガヤツリ

8月6日の
雑草乾物重

(g･m-2)
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表４ 栽培方法とカバークロップの種類、育苗方法および窒素施用量がカボチャの収量、

日焼け果率および茎葉乾物重に及ぼす影響 

1)日焼け果率＝日焼け果数/収穫果数×100。 

2)異なる小文字の付いた数値間にはTukeyの検定により5%水準の有意差がある。 

クを利用した不耕起栽培でのセル成型苗の利用が可能と

考えられた。 

カボチャ耕起栽培でのセル成型苗の利用について杉

山ら８）は、セル成型苗定植栽培では、ポリポット苗定

植栽培と比較して収量はやや減少するが、育苗、定植に

係る作業時間が1/3になり、省力化に有効であることを

報告している。不耕起栽培は耕起作業を省力化できる

が、植穴開けなどの定植作業は耕起栽培より労力が必要

であった。作土の硬い不耕起栽培での植穴開けには、ポ

ット苗にはホーラーを用い、セル成型苗にはモーラーを

用いたが、特に植穴の大きいポット苗では、植穴開けに

力が必要で、取り出した土塊を崩して根鉢と植穴の間に

詰めるなどの定植作業にも労力が必要であった。植穴が

小さいセル成型苗は、植穴開けに力を必要とせず、根鉢

に寄せる土も少なくポット苗に比べ定植作業の労力は少

なかった。不耕起栽培では耕起栽培に比べ定植作業に労

力が必要となるが、セル成型苗の省力効果が耕起栽培よ

りも高く、セル成型苗の利用が有効と考えられた。 
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栽培方法
カバークロップ

の種類
育苗方法

窒素施
用量

(g･m-2）

日焼け

果率
1)

（％）

  不耕起 エンバク セル成型苗 14 5.32 cde2) 3.1 bc 1.78 abc 18 abc 509 abc

  不耕起 エンバク セル成型苗 16 5.15 bcd 3.0 abc 1.78 abc 18 abc 514 abc

  不耕起 エンバク ポット苗 14 5.71 de 3.1 bc 1.90 bc 9 ab 619 bc

  不耕起 エンバク ポット苗 16 5.92 e  3.1 bc 1.92 c 0 a 617 bc

  不耕起 ヘアリーベッチ セル成型苗 11 5.36 cde 3.6 c 1.53 a  8 ab 725 bc

  不耕起 ヘアリーベッチ セル成型苗 14 5.19 bcde 3.5 c 1.53 a 4 a 999 d

  不耕起 ヘアリーベッチ ポット苗 11 5.01 bcd 3.2 bc 1.57 a 5 a 690 bc

  不耕起 ヘアリーベッチ ポット苗 14 5.15 bcde 3.3 bc 1.60 ab 2 a 759 cd

  耕起 なし セル成型苗 11 3.84 a 2.4 a 1.63 abc 47 d 336 a

  耕起 なし セル成型苗 14 4.65 bc 3.0 abc 1.55 a  33 bcd 566 abc

  耕起 なし ポット苗 14 4.42 ab 2.7 ab 1.72 abc 38 cd 555 abc

  耕起 なし ポット苗 16 5.26 cde 3.0 abc 1.78 abc 9 ab 468 ab

収量
(㎏/株)

果数
(個/株)

一果重
(㎏)

茎葉乾物重

(g･m
-2
)


